
万
２
９
０
６
件
と
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
事
業

用
貨
物
車
の
１
億
走
行
キ
ロ
当
た
り
の
事
故
件
数
は

37
・
06
件
だ
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、（
株
）
ホ
ン

ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）、
日
本

梱
包
運
輸
倉
庫
（
株
）
の
平
成
26
年
の
加
害
事
故
は

０
件
で
、
被
害
事
故
も
わ
ず
か
３
件
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
３
社
合
計
の
延※

車
両
数
は
約
２
万
台
、
延
走

行
距
離
は
１
億
３
１
７
３
万
㎞
）。

警
察
庁
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
平
成
26
年
の
当
事
者

種
別
（
第
１
当
事
者
）
交
通
事
故
件
数
を
み
る
と
、

事
業
用
自
動
車
（
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
等
）

に
よ
る
事
故
は
３
万
９
６
４
９
件
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
ト
ラ
ッ
ク
等
の
事
業
用
貨
物
車
に
よ
る
事
故
は
２

３
社
で
つ
く
る
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協

議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
の
設
立
は
昭
和
45
年
。

合
同
で
プ
ロ
と
し
て
の
「
事
故
撲
滅
」「
安
全
運
転

率
先
垂
範
」
に
立
ち
上
が
り
、
前
身
と
な
る
「
ホ

ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
普
及
委
員
会
」
を
発
足

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
翌
年
か
ら
交
通

事
故
「
ゼ
ロ
化
」
を
目
的
と
し
て
、
ホ
ン
ダ
輸
送

グ
ル
ー
プ
内
で
の
年
間
無
事
故
競
争
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

協
議
会
会
長
で
（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
取
締
役
の
秋
山
敏
明
さ
ん
は
「
設
立
か
ら
一
貫

し
て
、
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
協
力
会
社

が
一
体
と
な
り
、
加
害
事
故
０
件
、
被
害
事
故
０

件
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
設
立
当
時
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
間

３
０
０
件
の
加
害
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
競
争
原
理
を
取
り
入
れ
、
年
間
無

事
故
競
争
と
し
て
各
社
の
車
両
１
台
あ
た
り
の
年

間
無
事
故
走
行
距
離
の
長
さ
を
競
い
合
う
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
平
成

７
年
、
23
年
に
続
き
26
年
も
加
害
事
故
０
件
と
い

う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

協
議
会
で
は
、
ホ
ン
ダ
の
拠
点
が
あ
る
狭
山

（
埼
玉
県
）、
浜
松
（
静
岡
県
）、
鈴
鹿
（
三
重
県
）、

熊
本
（
熊
本
県
）
の
４
ヵ
所
に
地
区
部
会
を
設
け

て
い
る
。
地
区
部
会
で
は
３
社
合
同
で
定
期
的
に

危
険
個
所
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
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クルマの輸送を担う陸送会社では交通事故を防止するため、乗務員への安全運転教育をはじめ様々な取組
みを展開している。こうした中、Honda製品の輸送を手がける（株）ホンダロジスティクス、ホンダ運送（株）、
日本梱包運輸倉庫（株）の3社は平成26年に加害事故0件という結果を残した。この3社はホンダ輸送グ
ループとして、協同で事故防止に取り組んでいる。
今回はホンダ輸送グループと業界団体の安全活動を紹介する。

特集●ホンダ輸送グループの安全活動

物流のリーダーとして、
事故ゼロの実現をめざす

ホンダ輸送グループの乗務員が運転する全長17ｍのキャリアカー

競
争
し
な
が
ら
、お
互
い
の

良
い
と
こ
ろ
を
学
び
合
う

（株）ホンダロジスティクスで活用されているHonda動画
KYTとHondaセーフティナビ。動画KYT（写真左）は、実
際の交通状況を再現した動画を見ながら危険を予測し、
結果を受講者同士が振り返って議論することで安全を学
ぶことができる。セーフティナビ（写真下）はパソコンを
使用し、市販のステアリングなどと組み合わせることで、
簡易型シミュレーターとして手軽に使用できる教育機器

●ホンダ輸送グループ安全協議会と各社の取組み概要
（詳細は本文参照）

ホンダ輸送グループ安全協議会

・地区部会（狭山、浜松、鈴鹿、熊本）での定期的な安全パトロールの実施
・鈴鹿サーキット交通教育センターなどでのドライバー研修、管理監督者研修の開催
・3社およびそのグループ会社・協力会社を対象にした交通安全標語・ポスターの募集と表彰

・乗務員の入社時および入社6ヵ月後の研修の充実
・社内でのヒヤリハット体験の募集と共有
・営業所ごとにドライバーコンテストを開催

・全社員参加による無事故・無違反チャレンジコンテストの実施
・安全担当者、運行指導員による3ヵ月ごとの乗務員への教育
・点呼時の班長からの運行指導（社員による自主的活動）、乗務員同士による
運行ルートに関する注意点の共有

・安全運転適性診断車（DSS）を活用した乗務員への教育
・Hondaセーフティナビ、動画KYTの導入による社内の安全教育の拡充
・Hondaパートナーシップインストラクターを養成し、事業所周辺地域で交通安全を普及

日本梱包運輸倉庫（株）

ホンダ運送（株）

（株）ホンダロジスティクス

●事業用貨物車（第1当事者）1億走行キロ当たりの交通事故件数の推移

50
（件）

40

30

平成16

48.44 48.27 44.47

39.98

36.86

33.05
35.36

37.28
39.00 38.60

37.06

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
（年）※出典：警察庁資料

※延車両数＝月毎に使用した車両数（ナンバープレートの数）の12ヵ月累計



て
、
乗
務
員
が
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

と
、
同
社
の
組
合
の
多
大
な
る
協
力
を
浅
野
さ

ん
は
挙
げ
る
。「
通
常
、
運
行
前
の
点※

呼
は
安

全
担
当
者
（
運
行
管
理
者
）
と
乗
務
員
と
で
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
運
行
ル
ー
ト
に
関
す
る
最

新
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
は
同
じ
乗
務
員
で

す
。
現
在
、
自
主
的
に
乗
務
員
５
〜
６
名
で
１

つ
の
班
を
つ
く
り
、
各
班
の
班
長
が
担
当
乗
務

員
の
出
発
前
の
始
業
点
呼
に
立
ち
会
う
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
等
で
車
線
規
制
が
行

わ
れ
て
い
る
箇
所
な
ど
運
行
ル
ー
ト
上
で
注
意

す
べ
き
こ
と
を
伝
達
し
て
い
る
の
で
す
。
班
長

も
各
乗
務
員
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
点
呼
以
外

で
も
班
全
体
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
乗
務
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
機
会
が
増
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め

る
効
果
も
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
班
長
役
の

乗
務
員
に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
れ
は
本
社
の
安
全
課
が
主
導
し
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
輸
送
の
品
質
を
高
め
る

た
め
、
乗
務
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
自
分
た
ち
で
創
ろ
う
と
い
う

意
志
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

平
成
26
年
に
加
害
事
故
０
件
、
被
害
事
故
０

件
の
両
方
を
ク
リ
ア
し
た
の
が
、
日
本
梱
包
運

輸
倉
庫
（
株
）
で
あ
る
。
同
社
品
質
安
全
管
理

部
部
長
の
山
崎
敬
司
さ
ん
は
「
創
業
以
来
、
私

た
ち
は
『
運
輸
の
公
共
性
に
こ
た
え
社
会
の
繁

栄
に
寄
与
す
る
』
こ
と
を

信
条
に
輸
送
の
安
全
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
公
共

の
道
路
を
利
用
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
こ
で
事
故
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
意
識

を
乗
務
員
全
員
に
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
品
質
安

た
め
、
全
国
各
地
に
移
動
さ
せ
る
の
に
は
時
間

が
か
か
る
。
つ
ま
り
、
参
加
人
数
が
限
ら
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
乗
務

員
や
社
員
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
昨
年
４
月
、

ホ
ン
ダ
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ
４
台
と
ホ
ン
ダ
動
画

K
Y
T
１
台
を
新
た
に
導
入
。
ど
ち
ら
も
コ
ン

パ
ク
ト
で
あ
る
た
め
、
同
社
の
物
流
網
に
よ
っ

て
全
国
各
地
へ
す
ぐ
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
平
成
26
年
は
半
年
間
だ
け
で
７

０
０
名
以
上
が
受
講
し
た
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ
は
、
自
分
の
運
転
の
苦

手
な
部
分
が
ど
こ
か
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で

す
。
運
転
反
応
検
査
の
ソ
フ
ト
も
入
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
２
〜
３
年
に
１
回
実
施
す
る
乗

務
員
の
一
般
検
診
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

動
画
K
Y
T
は
社
内
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
受

講
者
相
互
が
安
全
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
進
め
ら
れ
る
点
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
乗
務
員
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
社
内
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
で
、

平
成
27
年
度
は
３
台
追
加
導
入
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」
と
、
高
城
さ
ん
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ

と
動
画
K
Y
T
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

「
昨
年
、
組
織
を
改
編
し
、
輸
送
事
業
所
と

い
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
文
字
通
り
輸

送
に
特
化
し
た
組
織
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

安
全
を
含
め
た
輸
送
の
品
質
向
上
に
き
め
細
か

く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
、

社
外
の
安
全
活
動
と
し
て
、
ホ
ン
ダ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
H
P
I
）

の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
H
P
I
は

10
名
で
、
各
事
業
所
内
お
よ
び
周
辺
地
域
に
お

け
る
交
通
安
全
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
積
み
重
ね
が
、
加
害
事
故
０

件
を
達
成
で
き
た
要
因
だ
と
思
い
ま
す
」。

ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）
で
も
社
員
が
一
丸
と
な

っ
て
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
乗
務
員

の
連
続
無
事
故
表
彰
（
３
年
・
５
年
・
10
年
）

を
行
っ
て
い
る
が
、
交
通
・
商
品
の
無
事
故
に

加
え
平
成
23
年
か
ら
「
交
通
違
反
ゼ
ロ
」
と
い

乗
務
員
の
教
育
に
ホ
ン
ダ
の
安
全
教
育
機
器

を
活
用
し
て
い
る
の
が
、（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
だ
。
同
社
は
平
成
13
年
、
社
会
と

の
共
生
を
図
る
物
流
企
業
と
し
て
「
交
通
事
故

撲
滅
」
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
。
そ
の
一
環

と
し
て
、「
乗
務
員
の
運
転
適
性
の
把
握
」「
危

険
予
測
能
力
の
向
上
」「
社
内
の
安
全
意
識
の

活
性
化
」「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
目
的
に
、

安
全
運
転
適
性
診
断
車
（
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
、
以
下
、
Ｄ
Ｓ

Ｓ
）
を
導
入
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｓ
Ｓ
が
全
国
の
事

業
所
を
巡
回
し
、
各
事
業
所
に
配
置
さ
れ
た
社

内
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
安
全
運
転
指
導
に
活

用
し
て
い
る
。
乗
務
員
お
よ
び
ク
ル
マ
で
通
勤

す
る
社
員
な
ど
、
毎
年
４
０
０
〜
５
０
０
名
が

受
講
。
同
社
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や

協
力
会
社
も
対
象
に
し
て
い
る
。

同
社
技
術
本
部
安
全
品
質
環
境
部
部
長
の
高

城
健
一
さ
ん
は
「
Ｄ
Ｓ
Ｓ
に
は
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
、
ア
ク
セ
ス
チ
ェ

ッ
カ
ー
（
加
齢
な
ど
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

を
把
握
す
る
装
置
）
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
体

験
的
な
教
育
を
繰
り
返
し
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
座
学
の
み
の
教
育
に
比
べ
効
果
的
で
、
高

い
安
全
意
識
の
維
持
・
継
続
に
寄
与
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。
Ｄ
Ｓ
Ｓ
は
各
地
域
の
交
通
安
全

イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用
す
る
な
ど
、「
地
域
の
事

故
撲
滅
」
に
向
け
た
安
全
活
動
に
も
活
か
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
Ｄ
Ｓ
Ｓ
だ
が
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る

新
し
い
道
路
が
で
き
た
り
、
季
節
や
時
間
帯
に

よ
っ
て
も
道
路
の
状
況
は
変
化
す
る
。
そ
う
し
た

変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
事

故
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。「
グ

ル
ー
プ
と
い
っ
て
も
、
３
社
で
企
業
文
化
は
異
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
指
摘

す
る
ポ
イ
ン
ト
が
各
社
で
違
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
お
互
い
が
自
社
に
は
な
い
視
点
や

考
え
方
を
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
競
い
合
う
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
機
会
を

つ
く
れ
る
こ
と
も
、
３
社
合
同
で
行
う
メ
リ
ッ
ト

の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
秋
山
さ
ん
は
い
う
。

協
議
会
全
体
で
取
り
組
む
活
動
に
は
、
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー

研
修
や
管
理
監
督
者
研
修
、
交
通
安
全
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
の
募
集
と
表
彰
な
ど
が
あ
る
。「
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
急
制
動
な
ど
を
参
加
者
に
体

験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
時
の
ク
ル
マ
の
挙
動

を
感
じ
る
こ
と
で
、
日
頃
運
転
し
て
い
る
大
型
車

で
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
場
合
の
危
険
が
想
像
し

や
す
く
な
る
の
で
す
。
ホ
ン
ダ
の
質
の
高
い
安
全

運
転
教
育
を
受
講
で
き
る
の
は
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
は
３
社
と

そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
・
協
力
会
社
の
社
員
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
（
ポ
ス
タ
ー
は
社
員
の
家
族
も
対

象
）。
平
成
26
年
は
標
語
が
７
０
０
０
点
以
上
、

ポ
ス
タ
ー
が
３
５
０
点
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
。

優
秀
作
品
の
応
募
者
は
表
彰
さ
れ
、
標
語
の
場
合

は
最
優
秀
作
品
を
印
刷
し
た
の
ぼ
り
旗
（
ポ
ス
タ

ー
の
場
合
は
優
秀
作
品
を
印
刷
し
た
カ
レ
ン
ダ

ー
）
を
制
作
し
、
そ
れ
ら
が
１
年
間
、
各
職
場
に

掲
示
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
協
議
会
の
活
動
以
外
に
も
、
３
社
は

独
自
に
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

う
条
件
を
加
え
た
。
ま
た
、
平
成
７
年
か
ら
大

阪
府
警
察
本
部
が
行
う
「
無
事
故
無
違
反
チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
本
社
が
中
心
に
参
加

し
て
い
た
が
、
平
成
10
年
か
ら
は
対
象
者
も
役

員
、
管
理
職
を
含
む
全
社
員
に
拡
大
。
さ
ら
に
、

平
成
22
年
か
ら
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
対
象
と
し

た
。「
こ
れ
が
会
社
全
体
の
安
全
意
識
を
高
め

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
故
や
違
反
が
激
減
、

社
員
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し

た
」
と
、
同
社
管
理
本
部
安
全
品
質
部
部
長
の

浅
野
晋
一
さ
ん
は
話
す
。

同
社
は
、
乗
務
員
の
世
代
交
代
の
時
期
に
あ

た
っ
て
お
り
、
近
年
、
新
た
に
入
社
し
て
く
る

乗
務
員
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
乗
務
員
と
し
て

の
経
験
と
知
識
が
豊
富
で
指
導
力
が
あ
る
人
財

じ
ん
ざ
い

を
安
全
担
当
者
と
し
て
、
乗
務
員
の
教
育
に
専

任
さ
せ
て
い
る
。
安
全
担
当
者
は
運
行
管
理
者

で
も
あ
り
、
安
全
最
優
先
を
実
践
す
る
リ
ー
ダ

ー
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
営
業
所

に
は
運
行
指
導
員
を
配
置
し
、
乗
務
員
の
コ
ー

チ
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
安
全
担
当
者

と
運
行
指
導
員
は
連
携
し
、
随
時
、
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。「
従
来
は
２
ヵ
月
の
研
修
で
見

極
め
て
独
り
立
ち
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、

新
人
乗
務
員
（
１
年
未
満
者
）
に
は
３
ヵ
月
ご

と
に
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
他
、
年
２
回
、
荷
主
ご
と
に
決
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
、
社
内
の
ル
ー
ル
、
交
通
法
規

を
冊
子
に
し
て
、
勉
強
会
を
開
催
し
、
最
後
に

知
識
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
安
全
運
転

技
術
の
向
上
に
関
し
て
は
、
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル

ー
プ
安
全
協
議
会
の
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
が
主

催
す
る
研
修
に
乗
務
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
外

部
研
修
を
活
用
し
て
い
ま
す
」。

加
害
事
故
０
件
を
達
成
で
き
た
要
因
と
し
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乗
務
員
が
自
主
的
に

安
全
活
動
を
推
進

安
全
運
転
意
識
・
技
術
の

向
上
に
よ
り
、プ
ロ
と
し
て
の

自
覚
を
促
す

ホ
ン
ダ
の
安
全
教
育
機
器
を

乗
務
員
の
教
育
に
活
用（株）ホンダロジスティクスの安全運転適性診断車

（DSS）

ホンダ運送（株）では乗務員が点呼の際に運
行管理者だけでなく、班長と運行ルート上で
注意すべきことを確認している

※点呼＝乗務前において、運行管理者等が、運転者からの報告、顔色等の観察、アルコール検知器の使用等により、酒気帯びの有無、健康状態、事業用自動車の状態等を確認するとともに、
安全確保のため必要な指示を与えるもの。

（
株
）ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

ホ
ン
ダ
運
送（
株
）

日
本
梱
包
運
輸
倉
庫（
株
）

ホンダ輸送グループ安全協議会会長を務める
（株）ホンダロジスティクス取締役の秋山敏明さん

ホンダ運送（株）で年2回実施される勉強会



し
て
「
教
育
認
定
制
度
の
充
実
・
推
進
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
（
自

走
・
積
載
）に
対
す
る「
ゴ
ー
ル
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
」、

運
行
管
理
者
に
対
す
る
「
ゴ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
の
認
定
制
度
（
後
援：

国
土
交
通
省
）
で
あ

る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
・
運
行
管
理
者
に
対
し
、
同
協

会
発
行
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
用
い
た

座
学
と
、キ
ャ
リ
ア
カ
ー
を
使
っ
た
実
技
を
行
い
、

教
育
実
施
の
効
果
測
定
の
結
果
で
認
定
す
る
も
の

だ
。
平
成
23
年
か
ら
全
国
９
支
部
ご
と
に
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
４
２
９
名
（
ド
ラ
イ
バ
ー
４

１
０
名
・
運
行
管
理
者
19
名
）
を
認
定
し
た
。

「
陸
送
業
界
の
先
人
が
つ
く
り
上
げ
て
き
た
安

全
に
対
す
る
歴
史
や
文
化
、
施
策
は
踏
襲
し
な
が

ら
、
現
在
の
時
代
背
景
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
進
化

し
た
『
安
全
施
策
の
実
行
』
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
取
組
み
の
定
量
的
な
目
標
値
を
定
め
、
そ
れ

を
約
束
事
と
し
て
社
会
に
対
し
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
が
会
員
企
業
の
結
束
を
強
化
し
、

個
々
人
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。
ホ
ン
ダ
お
よ
び
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー

プ
の
安
全
文
化
を
加
え
て
い
き
な
が
ら
、
安
全
で

社
会
に
貢
献
で
き
る
陸
送
業
界
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
、
永
井
さ
ん
は
今
後
へ
の
抱
負
を

語
っ
た
。

ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協
議
会
会
長
の
秋

山
さ
ん
は
「
３
社
と
も
に
、
事
故
は
ゼ
ロ
で
当
た

り
前
と
い
う
認
識
で
す
。
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ

と
し
て
も
、
早
期
に
加
害
事
故
０
件
と
同
時
に
被

害
事
故
０
件
も
達
成
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
５
年
以

上
継
続
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
、
高
い
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
ホ
ン
ダ
輸
送

グ
ル
ー
プ
が
業
界
に
お
け

る
安
全
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
よ

り
一
層
期
待
さ
れ
る
。

ん
は
無
事
故
キ
ロ
数
２
０
０
万
㎞
を
め
ざ
す
考
え

だ
。陸

送
業
の
業
界
団
体
で
は
、
ど
の
よ
う
な
安
全

活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ホ
ン
ダ
輸

送
グ
ル
ー
プ
３
社
も
会
員
と
な
っ
て
い
る（
一
社
）

日
本
陸
送
協
会
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

同
協
会
は
昭
和
40
年
に
当
時
の
運
輸
省
の
認
可

を
受
け
て
設
立
。
自
動
車
の
製
造
と
販
売
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
陸
送
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
設
立
時

に
70
社
だ
っ
た
会
員
企
業
数
は
現
在
７
１
５
社
。

平
成
27
年
度
か
ら
同
協
会
会
長
に
（
株
）
ホ
ン
ダ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
の
永
井
高
志

さ
ん
が
就
任
し
て
い
る
。

「
当
協
会
で
は
設
立
以
来
、
輸
送
の
安
全
は
陸

送
事
業
の
重
点
課
題
の
１
つ
と
位
置
づ
け
、
道
路

交
通
網
や
業
容
・
業
態
の
変
化
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー

構
造
の
変
化
な
ど
、
そ
の
時
々
の
時
代
背
景
に
そ

っ
た
『
安
全
』
へ
の
取
組
み
を
継
続
的
に
実
行
し

て
き
ま
し
た
」
と
、
永
井
さ
ん
は
話
す
。「
輸
送
の

安
全
を
誰
が
ま
っ
と
う
す
る
の
か
と
い
う
と
、
そ

れ
は
『
人
』
で
す
。
そ
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
人
づ
く
り
が
安
全
の
品
質

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
一

人
ひ
と
り
に
安
全
意
識
を
浸
透
さ
せ
、
そ
れ
を
維

持
し
て
い
て
く
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
体

制
の
確
立
や
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
、
事
故
防
止

に
向
け
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
当
協
会
や
会

員
企
業
の
経
営
者
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

同
協
会
で
は
現
在
、
交
通
防
止
活
動
の
１
つ
と

気
を
配
っ
て
い
ま
す
」。

ま
た
、
自
分
で
は
行
っ
た
こ
と
の
な
い
目
的
地

に
向
か
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
場
合

は
地
図
を
使
っ
て
ル
ー
ト
を
確
認
し
た
り
、
行
っ

た
こ
と
の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
注
意
す
べ
き
交
差
点
な
ど
、
ル
ー
ト
の
状

況
を
把
握
し
て
お
く
。「
今
で
も
初
め
て
走
る
道

路
は
緊
張
し
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
で
も
実

際
に
行
っ
た
ら
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
周
辺
の
道
路
状
況
も
含
め
、
事
前

の
確
認
は
十
分
に
行
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
、
慌
て
て
焦
る
状
況
を
つ
く
り
出
さ
な
い
た
め

の
工
夫
を
し
て
い
る
。「
そ
の
よ
う
に
準
備
を
し

て
も
、
私
も
時
間
が
な
く
て
焦
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、『
こ
こ
が
大
事
！
事
故
を
起
こ
し

た
ら
、
も
っ
と
遅
れ
て
迷
惑
を
か
け
る
』
と
冷
静

に
な
る
よ
う
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」。

さ
ん
は
乗
務
員
と
な
っ
て
か
ら
１
５
０
万

㎞
以
上
無
事
故
を
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
証
と
し

て
、
制
服
の
袖
に
は
「SA

FET
Y
D
RIV
ER

１
５

０
」
と
い
う
ワ
ッ
ペ
ン
が
付
い
て
い
る
。「
こ
の
ワ

ッ
ペ
ン
に
手
を
当
て
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
責
任
を
再
確
認
し
、『
絶
対
に
事
故
を

起
こ
さ
な
い
』
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
集
中
力
を

持
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
無
事

故
で
あ
る
こ
と
が
、
会
社
全
体
で
の
事
故
ゼ
ロ
の

継
続
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、
濱
崎
さ

現
場
の
乗
務
員
は
日
々
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
３
社
を
代
表
し
て
（
株
）

ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
輸
送
事
業
所
製
品
輸
送

部
埼
玉
製
品
輸
送
課
の
濱
崎
竜
次
さ
ん
に
話
を
う

か
が
っ
た
。

さ
ん
は
平
成
６
年
か
ら
20
年
以

上
に
わ
た
り
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
（
四
輪
車
を
輸
送
す

る
ト
レ
ー
ラ
ー
）
の
運
転
を
続
け
て
お
り
、
１
年

間
に
約
10
万
㎞
走
行
し
て
い
る
。

「
乗
務
員
の
ミ
ス
は
事
故
と
い
う
形
で
残
り
、

そ
れ
は
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
｜

さ
ん

は
乗
務
員
と
な
っ
た
時
に
上
司
か
ら
言
わ
れ
た
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
常
に
行
動
面
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
「
車
間
距
離
（
時
間
）
を
２

秒
以
上
と
る
」「
制
限
速
度
を
守
る
」「
必
要
以
外

の
車
線
変
更
は
し
な
い
」。
こ
れ
ら
を
確
実
に
実

践
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
自
分
か
ら
危
険
な

状
況
を
つ
く
り
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ー
の
積
荷
は
、
工
場
で
生
産
さ
れ

た
商
品
車
で
あ
る
。
そ
れ
を
販
売
会
社
や
港
な
ど

指
定
さ
れ
た
場
所
に
運
ぶ
わ
け
だ
が
、
こ
の
商
品

車
１
台
１
台
の
積
み
下
ろ
し
も
乗
務
員
が
担
当
す

る
。「
乗
務
員
を
始
め
た
頃
は
、
運
転
以
上
に
商

品
車
の
取
り
扱
い
に
気
を
遣
い
ま
し
た
。
積
荷
を

傷
つ
け
ず
、
安
全
に
目
的
地
に
運
ぶ
こ
と
が
重
要

で
す
か
ら
、
走
行
中
で
も
常
に
商
品
車
の
状
態
に

全
管
理
部
の
中
に
安
全
運
転
研
修
セ
ン
タ
ー
と

い
う
専
門
の
部
署
を
設
け
、
乗
務
員
の
研
修
に

は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

新
た
に
入
社
し
た
乗
務
員
は
、
A
研
修
と
B

研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
A
研
修

は
入
社
時
に
行
わ
れ
る
３
日
間
の
研
修
。
内
容

は
座
学
（
社
内
規
則
・
道
路
交
通
法
・
労
働
時

間
等
の
改
善
基
準
な
ど
）、
運
転
実
技
、
整
備

点
検
。
こ
の
後
、
配
属
さ
れ
た
営
業
所
で
１
ヵ

月
間
、
運
行
管
理
者
の
も
と
で
添
乗
指
導
を
受

け
、
独
り
立
ち
す
る
。
B
研
修
は
入
社
６
ヵ
月

目
に
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
の
振

り
返
り
を
行
う
。

品
質
安
全
管
理
部
で
は
随
時
、
社
員
か
ら
自

分
が
体
験
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
募
集
し
て
い

る
。
毎
月
平
均
１
５
０
件
集
ま
る
そ
う
だ
。
そ

れ
ら
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
を
営
業
所
に
配

付
。
各
営
業
所
で
は
月
１
回
、
乗
務
員
を
対
象

に
事
故
防
止
会
議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

時
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
題
材
を
使
っ
て
K
Y
T

を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
運
転
技

術
向
上
を
図
る
た
め
、
営
業
所
ご
と
に
年
１
回
、

ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
セ
ミ
ト
レ

ー
ラ
ー
、
大
型
車
、
中
型
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
４
部
門
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
学
科
、
実

技
、
点
検
の
３
項
目
で
評
価
す
る
。
内
容
は
、

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

（
主
催：

（
公
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

に
準
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
実
技
で
は
バ
ッ
ク

で
の
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
高
度
な
技
術

が
求
め
ら
れ
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
乗
務
員
は
事
業
部
の
代

表
選
考
に
進
む
。
今
年
は
事
業
部
の
代
表
92
名

が
５
月
に
埼
玉
県
狭
山
市
で
行
わ
れ
る
日
本
梱

包
運
輸
倉
庫
グ
ル
ー
プ
運
転
競
技
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「『
で
き
る
』
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
や

っ
て
み
る
と
上
手
く
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と

が
ね
ら
い
で
す
。
乗
務
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
運
転
技
術
を
客
観
的
に
確
認
で
き
る
良
い
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
山
崎
さ
ん
は
い
う
。

高
い
運
転
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
プ
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
の
自
覚
を
持
た

せ
、
安
全
意
識
を

高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
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高
い
安
全
意
識
を
持
つ

キ
ャ
リ
ア
カ
ー
の
乗
務
員

ホ
ン
ダ
の
安
全
文
化
を

陸
送
業
界
の
発
展
に
活
か
す

特集●ホンダ輸送グループの安全活動

日本梱包運輸倉庫（株）の全営業所で
年1回開催されるドライバーコンテス
ト。セミトレーラー、大型車、中型車、
フォークリフトの4部門ある

（株）ホンダロジスティクス
輸送事業所製品輸送部埼玉
製品輸送課の 竜次さん。
制服の袖には150万km無事
故の証である「SAFETY
DRIVER 150」というワッペ
ンが付いている

（一社）日本陸送協会では全
国9支部で「ゴールドドライ
バー」認定を実施している

（一社）日本陸送協会会長に就任した
（株）ホンダロジスティクス代表取締役
社長の永井高志さん


